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曲
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購
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」
（
文
學
居
士
黒
厳
勝
美
銑
い
等
あ
り
り
加
ふ

・
み
に
馳
巻
岬
鎮
二
上
丁
一
穂
巣
の
爲
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¢
添
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イ
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ホ
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」
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μ
看
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資
・
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亀
附
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島
吏
蹟
地
矧
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北
海
鍋
墨
弾
手
嘗
の
洞
穴
内
の
岩
石
に
見
ろ
単
字
襟
の
彫
刻
に
就
ゼ
て
は

大
正
二
年
、
烏
居
落
盤
武
が
、
畏
れ
を
以
て
古
墨
版
単
字
に
・
し
て
、
共
販
語

は
ソ
ン
グ
！
ス
藷
な
ろ
べ
し
ミ
逃
べ
し
こ
ミ
あ
り
・
し
が
、
碧
者
は
露
西
亜
の

ラ
ド
罰
7
氏
の
「
叢
・
古
に
於
け
ろ
古
代
土
茸
共
丈
存
」
の
碧
を
謹
み
、
戯
ハ
丈

字
が
乎
営
の
彫
刻
ミ
類
獅
す
る
夕
見
る
に
及
ん
で
、
途
に
是
難
の
比
較
研
饗

を
企
て
、
手
順
彫
刻
に
古
代
土
算
共
丈
字
に
・
し
て
其
文
字
の
殺
る
も
の
は
之

れ
を
横
に
書
σ
う
も
の
も
あ
り
ミ
興
．
牢
し
、
更
に
賦
ハ
言
語
に
於
て
は
北
海
這

の
斜
岸
に
尊
覧
し
ト
ン
ダ
ー
ス
人
の
言
語
な
ろ
。
へ
し
ご
推
測
こ
て
、
拗
れ
を
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大
海
。
圖
ふ
。
入
ろ
い
の
語
獄
り
熱
量
讃
C
、
全
文
の
意
は
「
…
…
我
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下
を
摩
る
、
大
海
を
渡
り
…
．
…
圏
ひ
・
：
－
此
洞
穴
に
入
つ
れ
…
…
」
な
ち
ん

ミ
指
定
ぜ
り
の
此
言
語
ぼ
満
洲
証
…
ε
オ
ロ
ソ
コ
語
“
」
の
中
興
に
位
し
、
東
ト

ン
ダ
ー
ス
語
に
議
す
る
も
の
に
し
て
、
此
世
心
蘇
塁
地
力
の
往
畏
の
書
語
な
る
ベ

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
か
　
　
へ

く
、
著
者
口
陰
れ
を
蛛
三
悪
ミ
名
け
、
営
営
彫
刻
は
，
さ
き
の
意
味
を
古
代

土
耳
北
ハ
丈
脚
ぐ
を
以
て
二
戸
り
る
糠
側
端
翫
…
の
’
丈
章
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な
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ぐ
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蛍
ロ
へ
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丈
永
弘
安
の
役
に
囎
し
て
新
に
世
に
出
で
れ
る
勘
仲
記
原
本
。
弘
安
四
年

口
罰
抄
，
無
二
御
所
丈
害
等
の
吏
斜
に
塞
き
研
究
し
れ
る
も
の
な
り
．
，
共
中

丈
配
役
に
撰
し
て
に
典
単
襲
を
＋
刃
＋
三
日
蔭
り
・
・
…
、
大
友
頼
泰
の
郡
下

が
賊
徒
五
＋
蝕
人
を
捕
虜
こ
し
、
之
を
具
し
て
上
洛
ぜ
リ
ミ
の
新
事
蟹
を
蓮
．

べ
、
幕
府
の
異
國
征
伐
に
つ
い
て
は
鎭
西
、
中
園
の
武
士
の
外
、
大
職
國
の

毒
心
・
國
畏
ご
を
巨
魚
己
て
頗
る
大
規
穫
に
企
て
ら
れ
負
り
“
、
推
し
、
弘
安
．
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役
ド
つ
い
て
は
賊
船
ほ
五
月
骨
二
“
劃
馬
壼
岐
を
鍵
略
し
廼
ん
で
博
多
澹
岸

に
迫
り
む
が
、
同
時
に
胴
隊
ミ
鳩
て
多
鍛
の
船
綴
を
剰
り
て
長
門
浩
岸
を
攻

．
…
滋
；
し
晶
μ
り
・
し
事
、
　
山
景
月
巾
－
旬
ド
至
り
再
び
一
州
の
至
心
影
写
バ
尚
島
に
．
來
着
し
む
　
冨
～

に
博
多
を
侵
鷲
・
し
事
等
を
蓮
べ
蜘
、
捕
虜
の
徳
泄
、
戦
鰯
の
中
心
地
に
論
及

し
、
斑
に
身
を
以
て
食
逃
に
代
ら
ん
こ
ぜ
を
伊
勢
憩
宮
レ
斯
忙
し
給
ひ
亡
に



麺
山
上
皇
に
め
ら
で
し
て
後
上
多
天
皇
菰
り
巴
亡
、
最
後
に
時
宗
の
信
卿
は

灘
よ
り
通
る
も
の
訴
に
共
蓋
に
ご
諜
郵
書
熱
る
頼
動
衡
疋
よ
サ
感
得

、
し
六
る
錨
も
潔
か
ろ
べ
・
し
ε
鰭
鞘
べ
而
ソ
。
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癒
以
前
の
跳
の
地
方
拭
幡
一
隅
檬
の
幕
喋
未
だ
存
ぜ
す
、
今
の
素
建
省
に
秦

の
此
中
難
、
漢
の
引
越
地
方
な
り
ご
謂
に
れ
、
古
代
ぶ
り
闘
な
る
名
欝
を
以

て
示
さ
れ
れ
る
地
方
な
る
が
、
周
禮
職
小
刀
鳶
に
八
四
七
楓
　
の
藷
あ
り
て
蝿
の

地
方
の
口
開
艮
族
を
毒
言
煙
り
、
蓋
・
し
隅
拭
元
來
、
種
族
名
工
な
る
べ
く
、

罵
・
こ
轡
ご
は
語
原
の
阿
一
に
・
し
て
、
等
・
し
く
野
馬
撮
族
を
意
・
味
配
る
ご
思
に

る
れ
ば
、
閥
ミ
は
此
の
種
醸
の
欝
呼
叡
噂
固
き
て
北
バ
リ
佐
妊
る
地
力
を
も
繕

す
語
ミ
な
隔
り
し
な
る
べ
こ
、
山
海
纏
ド
轡
も
闘
乱
に
海
ψ
に
留
り
て
顯
ミ
陸
…
界
の

地
力
な
ろ
こ
ご
を
告
達
う
が
、
歯
茎
舞
踊
書
志
．
略
記
束
越
妄
想
、
由
海
緯

郭
僕
腔
、
皮
嚢
索
隠
、
元
和
郡
縣
志
等
に
糠
り
て
束
甑
が
今
日
の
漸
証
省
温

州
虜
な
る
永
嘉
江
流
域
の
地
方
な
ろ
を
知
り
、
此
よ
嚇
推
測
し
て
購
が
今
の

三
江
の
流
域
郎
ち
瀟
州
府
よ
り
建
購
府
”
面
に
亙
ろ
國
7
4
り
・
し
を
知
る
、
而

へ
此
の
癌
方
に
久
し
く
化
外
の
地
ご
・
し
て
知
ら
れ
ざ
野
・
し
が
，
秦
に
閾
中
溺

を
置
き
て
以
來
、
漢
の
武
帝
此
を
輝
期
す
る
駈
あ
り
し
与
，
勧
化
外
の
観
め

刃
き
、
三
國
．
↑
及
ひ
柴
の
孫
策
，
疵
が
純
螢
を
参
し
、
簸
縣
を
践
き
、
東
、

宙
一
爾
部
都
尉
夕
殼
け
て
既
を
統
治
ぜ
し
め
、
災
の
永
安
三
年
（
二
六
〇
年
）
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以
後
は
後
漢
以
來
の
諸
縣
の
外
に
驚
樂
以
下
の
四
縣
を
竃
き
も
此
の
三
聖
拭
、

漸
次
開
狡
の
氣
蓮
に
會
・
し
、
晋
の
太
庚
三
年
（
二
八
二
年
）
に
は
輿
に
懸
を
設
囁

く
、
窟
代
に
入
ぢ
て
輻
一
瞬
隠
建
州
互
縣
泉
州
四
域
癖
地
三
縣
汀
州
三
縣
の

五
州
ニ
や
四
縣
ミ
な
り
、
暗
代
を
逐
ひ
て
揚
嶽
ゼ
ら
れ
・
し
を
知
る
に
足
る
、

慶
亜
に
比
ぐ
て
開
漿
の
遅
れ
た
ろ
騙
建
の
、
共
の
罰
岸
な
ろ
三
三
が
、
艦
束
・

の
郵
貯
κ
ろ
獲
州
島
に
比
こ
て
嗣
獲
の
遅
れ
れ
る
は
自
然
の
麟
果
に
し
て
、

抱
朴
子
金
丹
篇
に
見
ゆ
う
衷
翁
洲
、
三
島
、
野
洲
の
中
、
豊
爽
二
一
は
三
國

志
塾
志
孫
劇
烈
に
て
は
徐
二
二
痙
稔
、
・
、
こ
・
～
認
さ
れ
、
既
が
欝
、
卜
一
走
此
．

の
二
洲
を
以
て
口
取
に
擬
す
る
翫
多
き
が
，
蕗
α
訣
に
・
し
て
、
斑
洲
に
恐
ら

く
ば
今
の
覆
洲
島
な
ろ
ぺ
け
れ
ば
，
蕊
楚
六
帖
の
王
臣
は
此
の
誤
れ
る
訊
を

な
ぜ
る
甚
・
し
き
も
の
¢
云
ふ
べ
ε
、
而
こ
て
礁
…
洲
の
嚢
．
灘
怠
ら
む
ミ
は
」
太
挙
も

御
覧
七
へ
○
奮
臨
海
永
土
憲
の
記
箏
に
よ
ー
ー
カ
角
、
距
離
，
魚
影
，
卜
形
、

野
獣
、
物
産
、
風
俗
の
癩
何
に
も
墜
欝
生
塗
人
に
合
す
る
に
擦
り
て
推
想
し

猫
、
吏
晋
、
顧
…
北
朝
時
代
に
化
外
の
地
こ
な
り
し
に
戯
治
的
幽
係
の
生
ゼ
ざ
・

の
・
し
欝
な
ろ
べ
・
し
、
躍
ド
戴
桝
ワ
で
、
復
蠕
羅
螢
煙
ら
れ
↑
、
　
流
求
の
名
に
、
よ
り
て
・
湘

防
れ
、
後
漢
末
よ
り
三
國
に
か
け
て
繭
建
の
潔
獲
せ
ら
う
る
に
偉
ひ
漸
く
知
’

ら
る
・
に
藻
り
・
し
な
ら
む
云
云
e
ハ
那
波
〕

　
　
　
　
　
も
　
て
　
ぬ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
　
ぬ
　
へ

　
　
　
　
鶴
今
薦
薮
掘
の
劉
舟
講
費
熱
告
　
　
　
　
　
纒
村
　
翼
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
瀧
離
協
會
雑
纂
第
十
二
雛
所
載
㌧

　
昨
年
山
隔
月
み
く
阪
府
…
束
藤
縄
飴
江
…
明
工
人
字
今
葡
畑
の
7
触
江
川
川
底
よ
り
捜
研
知
ゼ
る
．
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